
社会福祉法人 久仁会 令和７年度 事業計画 
 

１．運営規程 
大誠会グループは「地域といっしょに。あなたのために。」を理念とし、住み慣
れた地域で希望する生活をずっと支援できるグループを目指しています。 
この中で、社会福祉法人 久仁会は、介護や福祉の視点から地域に不足している
機能を補完し、医療福祉の拠点として安心して利用できる場所を提供します。さ
らに、幼児、高齢者、障がい児（者）が互いに支え合える場を創り出し、地域に
発信できる施設を目指します。 

 
２．基本方針 
「切れ目のないサービスで、住み慣れた地域での生活を支える」 

• 職員と利用者が共に楽しむ施設 
• 日本一家族が訪れたくなる施設 
• 日本一の認知症ケアの提供 
• 魅力ある職場環境の実現 
• 医療、介護、福祉の一体化 

幼児、高齢者、障がい児（者）が障壁なく混ざり合うことで、「地域共生社会」
の実現を目指します。 

 
３．各部門の運営方針 
(1) 高齢者福祉部門 
「みんなが笑顔で過ごせる場所」 

• 背景 
令和 4 年度にまごころ拠点が加わってから３年が経過。利用者が自分の
役割を持ち、その人らしく暮らせるよう支援しています。感染対策を行い、
個人の希望を尊重しながら、日常生活、交流、イベントを通して笑顔を引
き出す取り組みを実施中です。 
今年度は地域の方々との関わりをさらに強化していきます。 

• 具体的な取り組み 
1. パーソンセンタードケアの導入により、利用者一人ひとりの人格

と選択を尊重したサービス提供 
2. 利用者の能力に応じた機能訓練、看護、介護その他日常生活上のサ

ポートを行い、自立支援を促進 



3. 個々の生活リズムを重視し、定型のスケジュールに縛られないサ
ービス提供 

4. 介護技術や施設運営、スタッフ研修の充実により、職員の専門性と
資質を向上 

5. 身体拘束は行わず、利用者の意志と人権を尊重 
 

(2) 児童福祉部門 
「いきいき未来のもりから、役割・笑顔・交流を育む」 

• 背景 
幼児から高齢者、障がい者まで、年齢や障がいの区別なく交流しながら学
び、成⻑できる環境を創り出します。前年度から進めていた「交流から学
ぶ環境」をさらに発展させるとともに、今年度は障がいや認知症について
の勉強会を開催し、いきいき未来内の他の事業所での職場体験を通し、ど
の職員でも障がいの子や障がいの方、認知症の方へ対応できるよう育成
に努めます。 

(3) 障害福祉部門 
「地域に愛され、誰もが笑顔で交流できる施設を目指す」 

• 背景 
SONATARUE は日帰り温泉、レストラン、カフェ、ウェルネスなど、障
害のある方が働くと同時に地域住⺠との交流拠点として機能します。生
活介護、グループホーム、就労支援などを通して、障害のある方が地域内
で安心して働き、住める環境作りを進めます。 
障害支援センターでは、相談から支援までの一連のサービスを提供し、早
くからの医療的な関り、サポート体制を構築します。 

• 具体的な取り組み 
1. 地域に不足している医療的ケアを必要とする子どもの受け入れ、

リハビリや住環境の整備を推進 
2. 障がいの有無にかかわらず、誰もが交流できる思いやりのある環

境を育成 
3. インクルーシブ保育を通して、各子どもの発達状況に合わせた「意

欲」「やる気」「好奇心」を育む支援 
4. 保育、ケア技術、施設整備、スタッフ研修の充実により、専門性を

高めた施設運営を実現 
 



４．組織全体の目標 
1. 福祉のまちづくり 

「高齢者、子ども、障がい児（者）を総合的に支える」というコンセプト
の下、地域包括ケアシステムを構築します。 

2. 施設運営の安定化 
『SONATARUE』と『まごころ拠点』の安定運営を確実に行います。 

3. 公益事業と地域支援の充実 
昨年度はフリースクールＵｃｈｉサポを開設。今後も地域のニーズに応
える事業展開を行います。 

4. 地域住⺠との連携強化 
利用者が地域の行事へ参加し、住⺠との触れ合うことにより、地域との連
携を強化します。地域に必要とされる組織を目指します。 

• 経営基盤の強化 
各施設の利用率・稼働率向上を目標とし、特別養護老人ホーム、デイサー
ビス、放課後等デイサービス、保育園、児童発達支援事業、就労支援、障
害施設などで目標稼働率の達成を目指します。 

• 利用者の生活を重視した対応 
1. 利用者の日々の思い・体調・生活を把握し、チームでサポート。 
2. IT（Ipad 等）の導入により、看護、ケア、リハビリの情報を一元

管理し、多職種連携を強化。 
3. 自宅のように安心して暮らせる居室環境の整備。 
4. 排泄ケアや摂食機能の向上、生活リハビリ、レクリエーション・行

事の充実、転倒・事故防止対策など、安心・安全な生活環境を提供。 
• スタッフの資質向上 

IT を活用した情報共有、研修委員会の充実、定期的な事例検討や研究発
表、実習生の受け入れなどにより、職員のスキルアップを図ります。特に
生成 AI の活用や RPA の活用により業務効率化を進め、利用者と関われ
る時間を増やします。 

• 看護サービスと栄養ケア 
日々の利用者の身体状況のチェックを行い、体調不良の早期発見。看取り
体制の強化、感染対策、口腔ケア、リハビリとの連携、医療対応を徹底。
また、季節感を取り入れた食事提供や、栄養管理を行い、食生活の質を高



めます。 
 

５．情報公開・第三者評価 
• 情報公開の充実 

1. 法人ホームページに最新情報を随時更新。特に SNS の活用により
職員獲得と利用者獲得を進めます。 

2. 月刊「くやはら・まごころ」の発行と配布。 
3. 財務諸表などの電子公開を実施。 

• 第三者評価事業への取り組み 
1. 施設サービス状況や内容を県⺠に公開（県ネット上で継続）。 
2. ホームページ上に空室情報、事故、苦情などの情報を随時公開。 
3. 年 2 回の外部評価（DCM）および内部評価を実施し、ケアの質の

標準化を図る。 
 

６．家族会・保護者会 
• 定期開催 

年 2〜3 回の家族会・保護者会を開催し、施設の最新情報を提供するとと
もに、ご家族の要望や意見を聴取。必要に応じ、開催頻度の増加も検討。 

• 理解促進 
家族向けの研修会や、入居者との共同食事会など、施設サービスへの理解
を深める取り組みを実施。 

 
７．地域支援事業 

• 地域との交流拠点の提供 
地域住⺠がいつでも立ち寄れる場所の提供。必要に応じ、久仁会の会議室
などを無料で貸し出し。 

• ボランティア・学生の受け入れ 
ボランティアの受け入れ、介護体験、地元中学生の受け入れを積極的に行
い、地域との連携を強化。 

• 地域との交流促進 
地域の託児所、保育園、幼稚園、学童との交流を図る。また、法人の年間
行事に家族、第三者委員、役員等の参加を呼びかける。 

• 広報活動と介護予防研修 
広報誌、ホームページによる情報発信のほか、地域向けの介護予防研修



（予防体操、音楽療法、回想法など）を充実させます。 
 

以上の施策を通じ、社会福祉法人 久仁会は、地域に根ざした安心・安全な福祉
サービスの提供と、利用者、家族、地域住⺠の笑顔あふれる生活の実現を目指し
てまいります。 
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